	受理年月日
	

	受理番号
	J16H


様式１
平成２８年度東北大学流体科学研究所萌芽公募共同研究申請書

※必要事項を記入し、□の該当する欄にチェック（■）して下さい。

	  東北大学流体科学研究所長　殿
 下記研究計画により、流体科学研究所において萌芽公募共同研究を行いたいので申請します。
申請者（研究代表者）氏名：　　　　　　　　　　　　　印　　
所属機関・職名：　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　
勤務先所在地：〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連絡先：電話　　　　　　　　　  ＦＡＸ　　　　　　　　　　
電子メール：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	（１）共同研究を実施することについて所属長の承諾

　　□　所属長（職・氏名）　　　　　　　　　　　　から本申請につき承諾済みです。

（２）共同研究を希望する流体科学研究所の対応教員（事前の承諾は不要です。）
　　□　対応教員（職・氏名）　　　　　　　　　　　　                 

	公募研究の区分
	□大学院博士後期課程の学生が加わる共同研究

□３７才以下の若手研究者が代表者となる共同研究（平成２８年４月１日現在）

	研究課題分野
	□①環境・エネルギー分野  □②人・物質マルチスケールモビリティ分野  
□③健康・福祉・医療分野  □④基盤流体科学分野

	研　究　題　目
	日本語：

英語：



	新規・継続の別
（過年度課題番号）
	□新規　□新規（これまでの共同研究を発展）□継続２年目（Ｊ１５Ｈ＿＿＿）
（Ｊ１５Ｈ　 　）　

	「新規（これまでの共同研究を発展）」または「継続」申請の場合、これまでの成果の概要を記入してください。

(1)共著論文数：学術雑誌（査読付国際会議を含む）   編、国内・国際会議    編、その他（特許・受賞等）  件

(2)代表的論文等（1編）：

(3)公募共同研究成果報告会（27年度）において成果発表を：　□ 行った　□行っていない

その他の交流実績（記入任意）：

	「新規（これまでの共同研究を発展）」申請の場合、これまでの研究題目
日本語：

英語：

	研究概要

（日本語および英語にて２～３行程度、記入して下さい｡HP等で公開します｡）
	日本語：

英語：



	研　究　期　間 
	研究開始　平成２８年４月１日 ～ 研究終了　平成２９年３月３１日

（研究開始年月日が上記と異なる場合は下記にご記入ください。）

研究開始　平成　　年　　月　　日

	研究経費等　(経費は旅費を主体とし、消耗品等の上限は10万円です。また、金額の内訳は３ページに記述して下さい。)

	旅　　費
	
	千円
	消耗品等経費
	
	千円
	 合　計
	
	千円


	研　究　組　織    　　（研究代表者、流体研対応教員、所外共同研究者、所内共同研究者の別で記入してください。記入欄が不足する場合は、適宜追加してください。）

	役　割・

担当分野
	氏　　名

（日本語と英語で記載）
	所属機関

・部　局
	職　名
(院生は学年)
	35歳以下
	性別
	電子メールアドレス
	予定

延べ滞在
日数
	予定往復
回数

	研究代表者

（申請者）
	記載例

東北　太郎

Tohoku Taro
	記載例

東南大学

工学研究科
	助教
	○
	男
	
	
	

	所内対応教員

（研究代表者が所内の場合、研究代表者に同じ）
	
	東北大学

流体科学研究所
	教授
	
	
	
	
	

	所外対応研究者

（研究代表者が所外の場合、研究代表者に同じ）
	
	
	
	
	
	
	
	

	所外共同研究者
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	所内共同研究者
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	学生の保険加入（次のどちらかのボックスをチェック(■)してください。）

□共同研究に参画する学生は「学生教育研究災害傷害保険（学研災）」および「学研災付帯賠償責任保険」（あるいはこれと同等以上の災害、傷害、賠償責任保険）に加入済みです。

□学生は参画していません。


※以下につき、１ページ以内で記入してください。
	研　究　目　的　


	研究計画及び準備状況等（流体研で行う研究内容を具体的に記して下さい。継続申請の場合は、準備状況等の後に、「これまでの成果」を独立した項目として記述してください。）


	予想される成果


	研究経費（旅費、消耗品等）申請の内訳　（経費は旅費を主体とし、消耗品の上限は10万円です。）


	その他（希望事項、審査の参考となる事項等）



3

